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富岡酒店

富岡酒店

社　　名／富岡酒店
代表者名／事業主　富岡　浩一
業　　種／飲食料品小売業
所 在 地／南宇和郡愛南町
設　　立／昭和43年5月

富岡酒店　富岡　浩一

愛南町商工会
経営指導員　梶原　裕史

店舗外観
店内写真① 鑑賞エビ 店内写真②

支援機関 愛南町商工会 支援内容 事業承継・引継ぎ補助金、日本政策金融公庫融資斡旋 支援区分 新事業展開

事業者
概　要

支援に至る経緯

支 援 内 容

　富岡酒店（以下、「当店」という）は、創業から55年、地元愛南町で酒店を営んでおり、富岡氏は3代目と
なる。2020年1月に事業承継を行ってすぐ、新型コロナウイルス感染症の影響を受けた。取引先である、飲
食店、スナック、バーなどが休業となり、売上は大幅に減少した。
　併せて人口減少、低価格販売の大型スーパー、ドラッグストアの参入により、顧客流出が進んでいた。
富岡氏は新たな事業を模索していく中、以前から着目していた鑑賞エビに目を付けた。
　鑑賞エビ販売を行うため「事業承継・引継ぎ補助金」を活用し、店舗改装、設備購入、ロゴデザイン作
成などを行った。

支 援 の 効 果

今 後 の 展 開

　コンビニ、大手スーパーの参入に加え、コロナウイルスという酒小売店には
厳しい社会となっておりましたが、今回の支援を受け、２本目の柱とすべく新事
業を始めることができました。
　物価、光熱費高騰など小規模事業者をとりまく環境はまだまだ厳しい状況で
すが、これからも支援機関に力を借りながら邁進してまいります。

【R4 . 9】事業主から鑑賞エビの販売を開始したいと相談を受ける。事業計画、資金調達、仕入先等の
　　　　ヒアリングを行う。
【R4.10】令和3年度補正予算事業承継・引継ぎ補助金の3次受付開始。当初は持続化補助金で申請
　　　予定であったが、設備投資が高額のため、同補助金を活用。申請書作成に移る。
【R4.11】愛媛県商工会連合会のスーパーバイザー制度を利用し、専門家に相談を行い、市場分析の手
　　　　法など情報提供を行った。6ヵ年の事業計画書を作成し、申請する。
　　　　日本政策金融公庫宇和島支店に、補助金が採択された場合のスケジュール、必要資金につい
　　　　て事前に相談した。
【R5 . 1】補助金採択となり、事業完了期間までのスケジュールを改めて確認し、補助事業に取り掛かる。
【R5 . 2】日本政策金融公庫に設備資金を申請し、融資決定を受ける。
【R5 . 7】補助金事業が予定通り完了し、実施報告書作成指導する。
　　　　7月22日に「Aqua Nikotto」をオープンし、定期的な巡回訪問を行う。

　支援当初は新事業展開ということもあり、富岡氏も自信がなく感じられたが、事業計画を策定していくうち
に、将来のビジョンについて話していただけるようになった。事業承継・引継ぎ補助金を活用し、店舗改装、
空調機設置、鑑賞エビ飼育設備購入、ロゴデザイン、看板設置を行った。ホームページ、ＳＮＳにも力を入
れ、定期的な情報発信を行うことで、客数が徐々に増えている。

　ニッチ産業であり、店舗販売のみでは売上を伸ばすことは難しい。当初の予定ではR5年10月にホーム
ページで全国発送を行う予定であったが、宅急便の配達日数の変更（1日遅く）などがあり、計画通りに進
んでいない。生き物を扱うので、配達日数、温度、酸素濃度など注意すべき点はいくつもある。
　新事業開始して1年未満であり、手探り状態で前に進んでいる。事業所の不安をひとつひとつ解決し、
「Aqua Nikotto」の知名度を全国に広げていきたい。

事業者の声

　全く異なる分野への新事業展開であり、多くの壁がありましたが、富岡さ
んのやる気もあり、オープンすることができました。まだ安定的な収入確保
とはなっておりませんが、商圏拡大へ向け、引き続き支援を行っていきたい
と考えております。

支援者の声

事業承継・引継ぎ補助金を活用した
第二創業支援


